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テンのゆれ

• 僕の顔を食べるとみんなニコッ
と笑顔になるんだ。

• 僕の顔を食べると、みんな、ニ
コッと笑顔になるんだ。

• 僕の顔を食べるとみんな、ニ
コッと笑顔になるんだ。

• みんな僕の顔を食べると、みん
なニコッと笑顔になるんだ。

→書き手によってテンを打つ位置
が違うことがある。

マルのゆれ
学校ではかぎカッコ「 」の中の文
の終わりにマルをつけると習う。

•「ぼくの顔をお食べ。」

でも、実際には句点をつけない場
合が多い。

•「ぼくの顔をお食べ」

→学校で習うマルのつけ方と社会
一般のマルのつけ方は異なる。

マル「。」とテン「、」の“一応の”ルール（の一部）
マル「。」 文の終わりにつける。

かぎカッコ「」の中の文の終わりにつける。

テン「、」 文の中止に打つ。副詞的語句の前後に打つ。

まとめ
• マル「。」とテン「、」は、簡単なようで悩むところがある。
• みなさんにとって見やすくわかりやすい表記方法を考えていく必要がある。

みなさんの句読点はどうでしょうか？
自分の文章をぜひ確認してみてください！

日本語の表記から考える書き手の個性

私は日本語の表記の中でも、マル「。」と
テン「、」（句読点）の研究をしています。
簡単にみえる日本語のマル「。」とテン「、」で
すが、意外と悩むところがあるんです。
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